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冒
頭
、
原
口
社
長
が
あ
い
さ
つ
し
「
現

在
、
養
鶏
産
業
は
労
働
力
不
足
や
生
産
効

率
の
向
上
、
衛
生
管
理
や
動
物
福
祉
へ
の

対
応
な
ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
孵
化
場
の
シ
ス
テ
ム
の
省

力
化
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
本
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
最
新
の
孵
化
場
シ
ス
テ
ム

の
管
理
技
術
導
入
事
例
な
ど
に
つ
い
て
、

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
と
ベ
ン
コ
マ
チ
ッ
ク

か
ら
現
場
の
課
題
解
決
や
今
後
の
技
術
選

定
に
参
考
と
な
る
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て
今
後
の
孵
化
場

経
営
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
有
益
な
情
報
入

手
と
な
れ
ば
幸
い
だ
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
の
概
要
は
次
の
通
り
。

　

東
西
産
業
貿
易
㈱
（
本
社
東
京
、
原
口

悟
社
長
）
は
７
月
23
日
、
東
京
の
御
茶
ノ

水
ソ
ラ
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
「
最
新
孵
化
場
関
連
シ
ス
テ
ム
セ

ミ
ナ
ー
～
世
界
の
養
鶏
先
進
国
で
起
き
て

い
る
事
～
」
を
開
い
た
。

東
西
産
業
貿
易
が「
最
新
孵
化
場
関
連
シ
ス
テ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　〜
世
界
の
養
鶏
先
進
国
で
起
き
て
い
る
事
〜
テ
ー
マ
に

sem
inar

　

当
社
は
１
８
９
０
年
に
創
業
し
、
今
年

で
１
３
５
周
年
に
な
る
。

　

当
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
現
在
お
よ
び

将
来
に
わ
た
っ
て
、
業
界
に
「
心
配
の
い

ら
な
い
孵
化
場
」
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
世
界
中
で
家
き
ん
由

来
の
た
ん
ぱ
く
質
を
手
に
届
き
や
す
く
、

か
つ
手
頃
な
価
格
で
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

 

“
優
れ
た
孵
化
場
運
営
を
、

も
っ
と
簡
単
に
”

　

当
社
が
選
ば
れ
る
理
由
は
、
①
や
さ
し

い
操
作
性
（
丈
夫
で
学
習
も
操
作
も
カ
ン

タ
ン
。
直
感
的
に
使
え
て
、現
場
も
安
心
）

②
高
い
投
資
効
率
（
高
い
操
作
性
と
信
頼

性
を
備
え
た
製
品
を
、
競
争
力
の
あ
る
価

格
帯
で
提
案
）
③
業
務
効
率
の
追
求
（
省

エ
ネ
・
簡
単
操
作
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の

向
上
に
継
続
的
に
注
力
し
、
運
用
コ
ス
ト

を
削
減
）
の
３
つ
。

　

や
さ
し
い
操
作
性
に
つ
い
て
は
、
迅
速

設
置
で
即
稼
働
（
業
界
最
速
。
他
社
の
半

分
の
時
間
で
フ
ル
稼
働
）。
保
守
も
手
間

い
ら
ず
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
ラ
ク
ラ
ク
設

計
。
修
理
や
点
検
も
迷
わ
な
い
。
経
験
が

あいさつする原口社長

北
米
の
状
況
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
の
Ｄ
Ｘ

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
社　

代
表　

デ
ニ
ス・カ
ン
氏
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少
な
く
て
も
安
心
サ
ポ
ー
ト
）。
簡
単
操

作
で
迷
わ
な
い
（
誰
で
も
使
い
や
す
い
。

学
習
も
操
作
も
カ
ン
タ
ン
。
直
感
的
に
使

え
て
現
場
も
安
心
）。

　

高
い
投
資
効
率
に
つ
い
て
は
、
孵
化
場

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
（
最
速
で
最

大
性
能
を
発
揮
）。最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
必
要
な
も
の
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
）。
競
争
力
の
あ
る
価
格（
適

性
価
格
で
安
心
・
快
適
な
操
作
）。

　

業
務
効
率
の
追
求
に
つ
い
て
は
、
低
運

転
・
保
守
コ
ス
ト
（
重
要
な
経
営
ポ
イ
ン

ト
）、
省
力
（
操
作
が
シ
ン
プ
ル
で
誰
で

も
簡
単
に
使
え
る
。
掃
除
・
修
理
が
し
や

す
く
、
現
場
の
負
担
を
減
ら
す
）。
省
エ

ネ
（
業
界
最
小
の
消
費
電
力
）。

　

世
界
最
大
の
ユ
ー
ザ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
持
ち
、
導
入
孵
化
場
は
２
５
０
０
と
、

他
の
ど
の
孵
卵
器
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
多
く

の
ヒ
ナ
が
誕
生
し
て
い
る
。

北
米
家
き
ん
業
界
―
経
済
概
況

　

鶏
肉
価
格
は
高
水
準
で
推
移
し
て
お

り
、
飼
料
価
格
は
低
水
準
―
養
鶏
企
業
は

高
い
利
益
率
を
享
受
し
て
い
る
。
テ
ー
ブ

ル
エ
ッ
グ
、
バ
ッ
ク
製
品
と
も
高
い
収
益

性
を
維
持
。
種
鶏
の
供
給
不
足
に
よ
り
、

育
種
会
社
も
非
常
に
高
収
益
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
北

米
で
は
第
２
四
半
期
に
入
り
状
況
が
改
善

し
た
。
影
響
を
受
け
た
の
は
４
９
０
万

羽
・
６
農
場
の
み
（
第
１
四
半
期
は

３
７
９
０
万
羽
）。

　

２
０
２
５
年
の
市
場
分
析
と
し
て
、
前

年
比
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
ブ
ラ
ス
２
・
９
％
、

七
面
鳥
は
プ
ラ
ス
12
・
４
％
、
鶏
卵
は
プ

ラ
ス
25
・
４
％
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

北
米
で
は
、
垂
直
統
合
の
強
化
（
直
営

農
場
の
増
加
に
よ
る
供
給
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
）、
衛
生
管
理
対
策
の
強
化
（
政

府
に
よ
る
保
証
金
申
請
の
資
格
の
確
保
）、

早
期
キ
ャ
ン
ド
リ
ン
グ（
無
精
卵
の
除
去
、

補
充
に
よ
り
孵
化
効
率
を
最
大
化
）
が
進

ん
で
い
る
。

北
米
で
の
導
入
状
況
と

中
南
米
で
の
展
開

　

北
米
で
の
当
社
の
シ
ェ
ア
は
80
％
以
上

ジェームスウェイ社のカン代表

に
上
る
。

　

コ
ス
ト
コ
は
年
間
９
１
０
０
万
羽
の
ロ

テ
ィ
サ
リ
ー
チ
キ
ン
を
調
達
す
る
た
め
、

イ
ン
テ
と
し
て
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
フ
リ
ー
モ

ン
ト
に
４
億
５
０
０
０
万
ド
ル
を
投
じ
て

処
理
場
を
建
設
。
現
在
で
は
、
自
社
の
供

給
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
ロ
・
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
ア
は
、
サ
ノ

フ
ィ
・
カ
ナ
ダ
に
よ
る
、
ワ
ク
チ
ン
製
造

用
の
卵
を
自
社
供
給
す
る
た
め
の
垂
直
統

合
型
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。

　

タ
ウ
ン
ラ
イ
ン
・
ポ
ー
ト
リ
ー
フ
ァ
ー

ム
は
１
１
０
年
以
上
、
４
世
代
に
わ
た
っ

て
ヒ
ナ
の
供
給
を
続
け
て
い
る
、
歴
史
あ

る
孵
化
場
。

　

ロ
ン
ゲ
ン
ネ
ッ
カ
ー
ズ
・
ハ
ッ
チ
ャ
リ

―
は
１
９
１
９
年
創
業
の
、
５
世
代
に
わ

た
っ
て
続
く
家
族
経
営
の
企
業
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
の
当
社
の
シ
ェ
ア

は
50
％
以
上
。

　

サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
は
メ
キ
シ
コ
国
内

2
位
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
企
業
。

　

フ
ェ
ラ
ー
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
に
お

け
る
「
ひ
な
供
給
業
者
」
第
１
位
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
Ｄ
Ｘ

　
「
３
６
０
」
は
、
当
社
が
開
発
し
た
か

ん
た
ん
孵
化
場
管
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
の
新
し
い
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の

力
と
可
能
性
が
最
大
限
に
活
用
可
能
に

な
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
へ
の
道
し
る
べ
と

な
る
。

　

３
６
０
と
は
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
オ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、人
・

プ
ロ
セ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ー
タ
を

一
元
化
す
る
。
強
力
な
分
析
機
能
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
予
防
保
全

ツ
ー
ル
を
備
え
、
よ
り
ス
マ
ー
ト
な
孵
化

場
運
営
と
成
果
の
最
大
化
を
実
現
す
る
。

　

今
日
の
孵
化
場
が
抱
え
る
課
題
に
対

応
。
孵
化
場
は
日
々
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
る
が
、
３
６
０
は
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
・
行
動
に
活
か
す

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
解
決
策
を
提
供
す
る
。

チ
ー
ム
が
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
し
、
ダ
ウ
ン

タ
イ
ム
を
減
ら
し
、
安
定
し
た
運
用
を
維

持
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
。

　

保
守
デ
ー
タ
を
集
約
・
分
析
・
可
視
化

し
、
迅
速
な
意
思
決
定
を
支
援
す
る
。
設

定
済
み
カ
ス
タ
ム
部
品
リ
ス
ト
（
全
機
種

に
対
応
し
た
事
前
設
定
済
み
の
部
品
リ
ス

ト
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
素
早
い
部
品
特

定
と
管
理
が
可
能
）。
予
防
保
全
（
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
孵
卵
器
デ
ー
タ
に
よ
り
、
す
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べ
て
の
部
品
の
状
態
を
追
跡
、
予
防
的
保

守
計
画
を
立
案
）
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
付
き
診
断
機
能
と
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
主
導
の
診
断
プ
ロ
セ
ス
（
ジ
ェ
ー
ム

ス
ウ
ェ
イ
の
技
術
的
知
見
を
活
か
し
て
、

孵
卵
機
の
不
具
合
修
理
を
サ
ポ
ー
ト
）、

技
術
サ
ポ
ー
ト
（
わ
か
り
や
す
く
、
詳
細

な
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
、
現
場
に
専
門
知
識

が
な
く
て
も
迅
速
な
ト
ラ
ブ
ル
対
応
が
可

能
に
）、常
に
進
化
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
問

題
の
特
定
と
対
応
が
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
か

つ
簡
単
に
で
き
る
よ
う
、
製
品
情
報
や
ガ

イ
ド
は
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い

る
）
が
あ
る
。

　

３
６
０
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
（
種
鶏
場
と
孵

化
場
の
統
合
管
理
）
と
し
て
、
種
卵
の
流

れ
を
追
跡
（
す
べ
て
の
種
鶏
場
を
１
画
面

で
一
元
管
理
）、
受
注
（
初
生
雛
の
注
文

を
作
成
・
追
跡
。
各
注
文
に
対
し
、
特
定

の
ロ
ッ
ト
を
割
り
当
て
可
能
（
卵
の
出
所

と
雛
の
出
荷
先
を
明
確
に
管
理
））、
入
卵

計
画
（
３
６
０
が
生
産
目
標
を
考
慮
し
な

が
ら
、最
適
な
入
卵
配
置
を
ア
ド
バ
イ
ス
）

と
い
う
機
能
が
あ
る
。

　

３
６
０
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
シ
ス
テ
ム
連
携
）
と

し
て
、
外
部
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
（
任
意

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
３
６
０
と
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
共
有
や
二
重
入

力
の
回
避
が
可
能
）、
３
６
０
―
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
（
業
務
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
、

ロ
ッ
ト
の
入
出
庫
情
報
を
や
り
取
り
可

能
。
ま
た
、
受
精
率
、
死
亡
率
等
の
デ
ー

タ
も
共
有
）、
３
６
０
―
設
備
保
守
（
使

用
部
品
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
や
在
庫
不
足
ア

ラ
ー
ト
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関
連
情
報

も
統
合
）
と
い
っ
た
機
能
も
あ
る
。

　

紙
ベ
ー
ス
か
ら
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
重

視
の
運
用
へ
。
３
６
０
導
入
後
の
活
用
例

と
し
て
、
米
国
の
孵
化
場
で
は
使
用
部
品

の
把
握
、
予
防
保
全
の
実
施
、
機
器
の
遠

隔
監
視
な
ど
、
少
人
数
の
チ
ー
ム
で
も
高

い
信
頼
性
と
安
定
運
用
を
実
現
し
て
い

る
。

　

ベ
リ
ー
ズ
の
ブ
ル
ー
ク
リ
ー
ク
孵
化
場

で
は
、
３
６
０
を
活
用
し
て
注
文
を
管

理
、
孵
化
結
果
を
入
力
、
群
の
成
績
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
正
確
な
生
産
計
画
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
最
適
化
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　

米
国
の
メ
イ
プ
ル
リ
ー
フ
ダ
ッ
ク
ス
で

は
、
３
つ
の
孵
化
場
す
べ
て
で
３
６
０
を

活
用
し
、
孵
化
場
管
理
者
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
全
社
的
な
プ
ロ

ト
コ
ル
・
業
務
手
順
の
更
新
を
円
滑
に
実

施
し
て
い
る
。

　

３
６
０
は
２
０
２
３
年
の
リ
リ
ー
ス
以

降
、
30
カ
国
以
上
で
販
売
し
て
い
る
。

　

３
６
０
が
実
現
す
る
デ
ジ
タ
ル
変
革
と

し
て
、
運
用
の
信
頼
性
向
上
→
ト
ラ
ブ
ル

を
事
前
に
発
見
・
対
処
し
、
ダ
ウ
ン
タ
イ

ム
を
防
止
。
デ
ー
タ
主
導
の
意
思
決
定
→

リ
ア
ル
タ
イ
ム
分
析
に
よ
り
、
迅
速
で
正

確
な
判
断
を
可
能
に
し
、
利
益
率
に
も
貢

献
。
可
視
性
の
向
上
→
経
営
層
が
Ｋ
Ｐ
Ｉ

や
成
績
デ
ー
タ
に
即
座
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
環
境
を
実
現
―
―
が
あ
る
。
気
づ
き
を

実
行
に
、
実
行
を
収
益
に
。

早
期
給
餌
と
給
水
―
歴
史

　

農
場
へ
雛
を
入
雛
後
、
す
ぐ
に
餌
と
水

を
与
え
る
こ
と
は
、
鶏
の
育
成
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
孵
化
し

た
ば
か
り
の
雛
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
こ

と
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
早
期
給
餌
と
農
場
入

雛
時
の
早
期
給
餌
は
、
ど
ち
ら
も
「
早
期

給
餌
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
同
じ
概
念
で

は
な
い
。
こ
の
議
論
で
は
、「
早
期
給
餌
」

と
は
、
孵
化
直
後
に
、
ハ
ッ
チ
ャ
ー
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま
餌
と
水
を
与
え

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ハ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
早
期
給
餌
は
、

１
９
９
０
年
代
初
頭
か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
は

あ
っ
た
。
ハ
ッ
チ
テ
ッ
ク
は
２
０
１
４
年

に
最
初
の
商
用
オ
プ
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー

ト
。他
社
は
ア
プ
ロ
ー
チ
を
発
表
。ジ
ェ
ー

ム
ス
ウ
ェ
イ
は
２
０
２
２
年
に
独
自
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
開
発
。
実
施
さ
れ
た
独
立
研

究
調
査
（
大
学
に
よ
る
「
ラ
ボ
テ
ス
ト
」、

孵
化
場
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
）。

生
物
学
的
に
は
、
孵
化
し
た
ば
か
り
の
早

成
性
の
雛
（
鶏
、
七
面
鳥
、
ア
ヒ
ル
、
ガ

チ
ョ
ウ
、
キ
ジ
な
ど
）
は
、
餌
や
水
を
必

要
と
し
な
い
。
生
理
学
的
性
質
上
、
孵
化

し
た
ば
か
り
の
雛
は
孵
化
後
約
30
時
間
は

摂
取
し
た
飼
料
を
適
切
に
消
化
・
利
用
で

き
な
い
。
持
続
的
な
生
理
学
的
利
益
に
関

す
る
決
定
的
な
知
見
は
な
い
。

孵
化
前
の
発
達
の
違
い

　

孵
化
直
後
か
ら
移
動
が
不
可
能
な
種

は
、
孵
化
直
後
は
、
ほ
と
ん
ど
体
が
発
達

し
て
い
な
い
。
羽
毛
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

裸
の
状
態
。
自
力
で
動
い
た
り
、
飛
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
。
巣
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

早
期
給
餌
と
給
水

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
社 

孵
化
場
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

キ
ー
ス・ブ
ラ
ン
ウ
ェ
ル
氏
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る
。
孵
化
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
親
か
ら

供
給
さ
れ
る
。

　

一
方
、
孵
化
直
後
か
ら
移
動
が
可
能
な

種
は
、
孵
化
直
後
で
も
体
が
発
達
し
て
い

る
。
目
が
ほ
ぼ
開
い
て
お
り
、
羽
毛
が
体

全
体
に
あ
る
。
自
力
で
動
き
回
る
こ
と
が

で
き
る
。
ネ
ス
ト
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
な

い
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
胎
児
の
発
育
に
使

わ
れ
る
。

　

孵
化
直
後
か
ら
移
動
が
可
能
な
種
（
地

上
お
よ
び
巣
作
り
鳥
の
ほ
と
ん
ど
。
鶏
、

七
面
鳥
、
ア
ヒ
ル
、
キ
ジ
な
ど
）
の
親
鳥

は
数
日
か
け
て
卵
を
産
む
。
孵
化
ま
で
の

期
間
を
短
く
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
卵
が

産
ま
れ
る
ま
で
抱
卵
を
始
め
な
い
。
孵
化

し
た
ば
か
り
の
雛
鳥
は
、
餌
を
探
す
た
め

に
一
緒
に
連
れ
出
さ
れ
る
。
卵
黄
の
割
合

が
高
い
ほ
ど
巣
に
長
く
留
ま
り
、
全
員
が

同
時
に
巣
を
離
れ
る
。

　

自
然
界
で
の
仕
組
み
で
は
、
す
べ
て
の

雛
が
同
時
に
摂
食
を
始
め
る
。
最
初
に
孵

化
し
た
雛
は
、
初
期
の
摂
食
プ
ロ
セ
ス
を

同
期
さ
せ
る
た
め
に
卵
黄
の
栄
養
素
を
利

用
す
る
。

早
期
給
餌
と
給
水
―
利
点

　

早
期
給
餌
と
給
水
の
利
点
は
、
心
理
的

に
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
動
物
福

祉
、
よ
り
健
康
で
幸
福
的
な
雛
、
社
会
的
、

倫
理
的
な
責
任
感
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

心
理
的
で
あ
っ
て
、
現
実
的
で
は
な
い
。

理
屈
で
は
、
孵
化
直
後
に
餌
と
水
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
こ
と
は
、
動
物
福
祉
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
早
熟
の
雛

の
自
然
な
胚
の
発
育
で
は
、
早
期
の
給
餌

は
必
要
な
く
、
自
然
界
で
は
起
こ
り
得
な

い
。

　

生
理
学
的
に
は
、
生
産
性
の
向
上
（
体

重
増
加
、
生
存
率
の
向
上
、
飼
料
要
求
率

の
向
上
）
が
あ
る
が
、
認
識
だ
け
で
、
現

実
的
で
は
な
い
。
理
屈
で
は
、
孵
化
機
で

の「
早
期
給
餌
」に
よ
る
成
長
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
多
く
の
主

張
が
あ
る
。
現
実
に
は
、
テ
ス
ト
（
ラ
ボ

テ
ス
ト
と
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
）
で
主
張

は
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。

ジェームスウェイ社のブランウェル氏

研
究
調
査
結
果

　

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
大
学
の
研
究
調
査
に
よ
る

と
、
孵
化
直
後
に
餌
と
水
を
与
え
ら
れ
た

雛
は
、
入
雛
時
に
約
１
グ
ラ
ム
体
重
が
増

加
し
、
28
日
目
ま
で
そ
の
体
重
増
が
残
り

続
け
た
→
影
響
な
し
。
28
日
後
、
初
期
飼

料
を
与
え
た
雛
と
対
照
群
の
体
重
に
差
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
→
影
響
な
し
。
試
験
期

間
中
、
ど
の
時
点
に
お
い
て
も
飼
料
要
求

率
に
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
→
影
響
な
し
。

　

ハ
ッ
チ
ャ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
内
の
餌
と
水

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
初
期
の
生
産
期
に
お

け
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
体
重
に
影
響
を
与
え

る
と
い
う
証
拠
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
最
終
的
な
42
日
齢
の
鶏
に
は
、
生
体

重
、
処
理
時
の
収
穫
量
、
飼
料
要
求
率
、

生
存
率
に
影
響
は
な
い
。

早
期
給
餌
と
給
水
補
給
の
主
な
要
件

　

早
期
給
餌
と
給
水
補
給
の
主
な
要
件

は
、
水
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
交
換
可
能
）、

餌
（
ア
ク
セ
ス
可
能
、
ハ
ッ
チ
ャ
ー
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
外
に
あ
る
）、
ラ
イ
ト
（
照
明
）

（
餌
や
水
を
見
つ
け
や
す
く
す
る
、
鶏
の

循
環
を
促
進
す
る
）、収
容
ス
ペ
ー
ス
（
餌

と
水
へ
の
移
動
と
ア
ク
セ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
か
ら
の
逃
走
を
防
ぐ
）、
投
資
（
導
入

と
運
用
に
コ
ス
ト
と
複
雑
さ
が
伴
う
シ
ス

テ
ム
、
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
多
く
の
設

備
、
早
期
給
餌
の
ト
レ
ン
ド
は
短
命
か
？

　

早
期
給
餌
以
外
の
方
法
へ
の
転
換
）、

バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
大
き
な
課
題
、

ハ
イ
リ
ス
ク
：
孵
化
場
へ
の
飼
料
導
入
、

飼
料
の
保
管
、
水
質
汚
染
）。

早
期
給
餌
と
給
水
―
メ
リ
ッ
ト

　

潜
在
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
も
し
顧

客
が
「
動
物
福
祉
」
が
本
物
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
れ
ば
。
ま
た
、
も
し
顧
客
が
早

期
給
餌
と
給
水
で
育
成
さ
れ
た
鶏
肉
製
品

に
プ
レ
ミ
ア
ム
を
支
払
う
意
思
が
あ
れ

ば
。
ま
た
、
も
し
プ
レ
ミ
ア
ム
が
早
期
給

餌
・
給
水
設
備
を
提
供
す
る
コ
ス
ト
を
上

回
れ
ば
…
と
い
う
条
件
が
あ
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
プ
ラ
チ
ナ
給

餌
＆
給
水
ハ
ッ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム

　

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
プ
ラ
チ
ナ
給
餌
＆

給
水
ハ
ッ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
の
特
徵
と
利

点
は
、
台
車
に
搭
載
さ
れ
た
餌
と
水
（
柔

軟
性
―
後
付
け
・
取
外
し
可
能
。
ロ
ー
ル

ア
ウ
ト
装
置
―
衛
生
レ
ベ
ル
と
バ
イ
オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
向
上
）。
市
販
の
育
雛
用

飼
料
（
投
入
し
た
餌
の
品
質
と
仕
様
を
よ

り
適
切
に
管
理
）。
飲
み
水
用
の
ド
リ
ン
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カ
ー
シ
ス
テ
ム
（
育
雛
場
と
同
様
に
、
早

期
学
習
を
促
進
。
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

向
上
の
た
め
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
供
給
）。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
（
雛
を
餌
や
水
に
誘
導
す
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
内
の
循
環
を
促
進
）。
標
準

の
ハ
ッ
チ
ャ
ー
構
成
と
互
換
性
あ
り
（
既

存
の
機
械
に
簡
単
に
か
つ
コ
ス
ト
効
率
よ

く
設
置
可
能
。
構
造
変
更
は
不
要
。
従
来

の
孵
卵
機
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
）。

ア
ク
セ
ス
―
開
口
部
デ
ザ
イ
ン

　

最
適
な
開
口
部
の
形
状
を
決
定
す
る
た

め
の
進
化
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、垂
直
型
は
、

た
く
さ
ん
の
鶏
が
逃
げ
出
す
、
す
べ
て
の

日
齢
の
卵
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
水
平
型
は
、
た
く
さ
ん
の
鶏
が

逃
げ
出
す
、
日
齢
の
高
い
群
に
の
み
効
果

が
あ
っ
た
。
テ
ィ
ア
ド
ロ
ッ
プ
型
は
、
制

限
が
厳
し
す
ぎ
る
、
餌
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

制
限
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
当
社
が
開
発
し
た
砂
時

計
型
は
、
ア
ク
セ
ス
と
封
じ
込
め
の
最
適

な
組
み
合
せ
と
、
水
と
餌
を
最
大
限
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

重
要
な
ポ
イ
ン
ト

　

私
た
ち
の
テ
ス
ト
で
は
、
鶏
は
孵
化
後

に
餌
と
水
を
消
費
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
鶏
の
体
重
は
、
餌
と
水
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
よ
り
「
一
時
的
に
」
増
加
す
る
。
体

重
増
加
の
主
な
原
因
は
水
分
摂
取
で
あ

る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
ウ
ェ
イ
の
早
期
給
餌
・

給
水
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
消
費
を
効
果

的
に
促
進
し
、
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

経
済
的
な
懸
念
を
軽
減
す
る
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
課
題
）
と
し
て
、
孵
化

場
へ
の
飼
料
の
導
入
は
、
バ
イ
オ
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
と
っ
て
重
大
な
リ
ス
ク
と
な

る
。
ふ
ん
便
量
の
増
加
は
、
鶏
の
格
下
げ

に
つ
な
が
る
。
飼
料
が
存
在
す
る
孵
化
場

の
衛
生
管
理
は
、は
る
か
に
困
難
で
あ
る
。

飼
料
の
調
達
に
は
、
検
疫
期
間
も
必
要
と

な
り
、よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

早
期
給
餌
と
給
水
―
結
論

　

早
期
給
餌
と
給
水
は
効
果
が
実
証
さ
れ

て
い
な
い
。
体
重
増
加
は
短
期
間
。
飼
料

要
求
率
向
上
に
よ
る
効
果
な
し
。
鶏
の
生

存
率
向
上
に
効
果
な
し
。
コ
ス
ト
増
加
、

生
産
能
力
低
下
（
機
械
と
床
面
積
の
増

加
）。
運
用
コ
ス
ト
の
高
さ
と
バ
イ
オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
。
事
業
の
正
当
性
に

は
強
力
な
経
済
性
が
必
要
。

　

孵
化
場
に
早
期
給
餌
・
給
水
を
導
入
す

べ
き
か
？　

バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の

リ
ス
ク
、
課
題
、
そ
し
て
複
雑
さ
に
対
処

で
き
る
の
か
？　

生
産
性
向
上
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
な
期
待
を
い
た
だ
い
て
い

る
か
？　

顧
客
が
支
払
う
意
思
の
あ
る
プ

レ
ミ
ア
ム
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
？　

プ
レ
ミ
ア
ム
は
コ
ス
ト
と
リ

ス
ク
を
上
回
る
だ
ろ
う
か
？

　

ジ
ェ
ー
ム
ス
ウ
ェ
イ
の
早
期
給
餌
と
給

水
シ
ス
テ
ム
は
、
孵
化
場
に
早
期
給
餌
を

取
り
入
れ
る
た
め
の
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
い
え
る
。

　

当
社
は
１
９
８
３
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
創

業
し
た
。
現
在
の
従
業
員
数
は
７
７
３
人

で
、
９
カ
国
に
拠
点
を
置
い
て
い
る
。
当

社
の
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
シ
ス
テ
ム
で
年
間

１
億
羽
以
上
が
飼
養
さ
れ
て
お
り
、
年
に

２
億
羽
が
農
場
孵
化
シ
ス
テ
ム
で
孵
化
、

毎
日
３
億
卵
以
上
の
卵
が
グ
ル
ー
プ
会
社

で
あ
る
プ
リ
ン
ゼ
ン
の
パ
ッ
カ
ー
で
包
装
さ

孵
化
場
に
お
け
る
孵
化
効
率
改
善
と

Ａ
Ｉ
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
の
最
新
情
報

ベ
ン
コ
マ
チ
ッ
ク
社　

ア
ジ
ア
営
業
責
任
者　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン・ロ
ー
氏

れ
て
い
る
。「
Ｅ
ｇ
ｇ 

Ｗ
ａ
ｙ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
孵
化
場
種
卵
受
入
れ
や
卵
内
鑑

別
、
卵
内
受
精
検
出
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

セ
ッ
タ
ー
に
受
精
卵
の
尖
っ
た
方
を
上

に
し
て
配
置
し
た
割
合
が
１
％
増
え
る
ご

と
に
、
販
売
可
能
な
雛
の
０
・
２
％
の
損

失
に
つ
な
が
る
。
プ
リ
ン
ゼ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
ダ
ウ
ン
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、
手
作
業
と

比
較
し
て
精
度
が
２
・
７
％
改
善
し
、
孵

化
率
が
向
上
す
る
。

孵
化
場

　

孵
化
場
の
検
卵
機
「
メ
グ
シ
ウ
ス　

セ

レ
ク
ト
」
は
、
単
卵
画
像
処
理
、
ヒ
ビ
、

汚
卵
、
変
形
卵
、
規
格
外
卵
な
ど
を
検
知

す
る
。
特
徽
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
は
自
動

で
稼
働
→
省
人
化
。
よ
り
高
い
バ
イ
オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
を
実
現
。
斉
一
性
等
の

デ
ー
タ
の
客
観
的
な
検
査
が
可
能
。
体
積

ま
た
は
品
質
に
よ
る
ク
ラ
ス
分
け
が
可

能
。
毎
日
の
卵
の
品
質
、
Ｂ
級
卵
の
種

類
、
数
量
、
傾
向
に
関
す
る
情
報
に
よ

り
、
孵
化
場
管
理
の
質
が
向
上
。
デ
ー
タ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
に
よ
り
、
プ

リ
ー
ダ
ー
農
場
へ
も
情
報
を
還
元
。
一
個

も
見
逃
さ
な
い
。
何
が
利
益
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
、ど
こ
で
損
失
が
出
て
い
る
か
、

そ
れ
ら
を
明
確
に
す
る
た
め
、
す
べ
て
の

卵
を
検
知
す
る
。
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Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
卵
内
鑑
別

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
・
オ
ー
ベ
ム
社
は
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
頭
脳
集
団
で
、
受
賞
歴
の
あ
る
革

新
技
術
と
、
１
億
３
０
０
０
万
個
以
上

の
卵
デ
ー
タ
に
基
づ
く
信
頼
性
を
持
っ

て
い
る
。
私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
は
２
０
２
２
年
５
月
に
始
ま
っ
た
。

２
０
２
３
年
１
月
に
は
卵
内
鑑
別
「
ジ
ー

ナ
ス 

フ
ォ
ー
カ
ス
」
の
１
号
機
を
生
産

し
、
そ
こ
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受

け
２
０
２
４
年
１
月
に
は
２
号
機
の
生
産

を
開
始
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
導
入
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
“
使
え
る
技
術
”

に
進
化
さ
せ
た
。
人
体
用
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
ス

ピ
ー
ド
感
よ
り
も
正
確
性
が
求
め
ら
れ
る

た
め
解
析
に
時
間
が
か
か
る
が
、
オ
ー
ベ

ム
は
十
分
な
処
理
速
度
を
持
つ
産
業
マ
シ

ン
に
進
化
さ
せ
た
。

　

私
た
ち
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
卵
内
全
体
を
見
る

必
要
は
な
く
、
生
殖
器
だ
け
を
見
る
。
ラ

フ
な
構
造
を
把
握
し
て
生
殖
器
の
位
置
を

特
定
し
、Ａ
Ｉ
で
高
速
に
画
像
分
析
す
る
。

侵
襲
式
で
は
な
い
の
で
卵
を
傷
つ
け
る
こ

と
が
な
い
。
汚
染
リ
ス
ク
が
皆
無
で
、
非

接
触
で
あ
り
、
１
秒
で
鑑
別
し
、
差
異
を

分
析
す
る
。
高
速
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ａ
Ｉ
、
最
先

端
の
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合

わ
せ
、
孵
化
前
の
卵
を
ス
キ
ャ
ン
・
分
類
・

選
別
す
る
。

　

ま
た
、
精
密
な
受
精
状
態
の
解
析
を
可

能
に
す
る
技
術
は
「
ジ
ー
ナ
ス
・
ス
ケ
ー

ル
」
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
研
究
段
階

で
は
あ
る
が
、
０
日
齢
の
卵
の
受
精
診
断

セ
ッ
タ
ー
ラ
イ
ン

　

セ
ッ
タ
ー
ラ
イ
ン
は
３
～
４
・
５
万
卵

／
時
の
大
容
量
で
、
Ｔ
ｒ
ａ
ｙ
to
Ｔ
ｒ

ａ
ｙ
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は
、
フ
ァ
ー
ム

ト
レ
イ
か
ら
セ
ッ
タ
ー
ト
レ
イ
へ
の
直
接

移
卵
が
可
能
。

卵
の
生
産
を
思
い
の
ま
ま
に

　

メ
グ
シ
ウ
ス
は
デ
ー
タ
処
理
と
Ａ
Ｉ
で

生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
る
。
破
卵
を
検
知

す
る
「
デ
ィ
テ
ク
ト
」、
Ａ
卵
・
Ｂ
卵
等

の
品
質
判
定
（
ヒ
ビ
、
メ
ク
ラ
ヒ
ビ
、
大

破
卵
、
汚
卵
、
異
形
、
サ
イ
ズ
）
と
選
別

を
行
う
「
セ
レ
ク
ト
」、
ク
ラ
ウ
ド
対
応

の
デ
ー
タ
収
集
・
可
視
化
・
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
「
コ
ネ
ク
ト
」、エ
ッ

グ
フ
ロ
ー
の
最
適
化
と
生
産
能
力
・
品
質

強
化
に
向
け
た
「
カ
ウ
ン
タ
ー
」、
エ
ッ

グ
フ
ロ
ー
を
計
測
す
る
「
カ
ウ
ン
ト
」
な

ど
で
す
べ
て
の
卵
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る

こ
と
で
鶏
の
状
態
を
把
握
し
、
農
場
管
理

を
効
率
化
す
る
。

　

エ
ッ
グ
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー

（
問
題
を
即
座
に
確
認
）、
設
置
場
所
：
各

節
ベ
ル
ト
（
流
れ
の
全
体
像
）、
計
測
精

度
向
上
（
卵
の
ベ
ル
ト
・
グ
ル
ー
プ
別

精
密
生
産
記
録
）、
過
酷
な
環
境
下
で
も

使
用
可
能
（
容
易
な
メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス
）、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
（
カ
メ
ラ
を
通
し

て
ど
こ
か
ら
で
も
状
況
確
認
可
能
）、
コ

ン
パ
ク
ト
な
が
ら
広
角
撮
影
（
搬
送
ラ
イ

ン
ご
と
に
最
適
化
、
全
体
の
状
況
を
し
っ

か
り
把
握
可
能
）
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

今
後
の
展
望

　

メ
グ
シ
ウ
ス
の
今
後
の
展
望
と
し
て
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
活
用
し
た
卵
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
で
農
場
内
の
正
確
な
位
置
特
定
が

可
能
に
。
重
要
な
課
題
解
決
に
向
け
て
、

私
た
ち
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
メ

グ
シ
ウ
ス　

セ
レ
ク
ト
や
グ
レ
ー
ダ
ー
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
、
よ
り
高
度
で
豊
富
な

卵
情
報
を
提
供
。
今
後
も
多
彩
な
機
能
を

追
加
し
、
さ
ら
に
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

　

卵
が
ど
の
ネ
ス
ト
か
ら
来
た
の
か
を
ト

レ
ー
ス
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
で
汚
卵
・
破

卵
が
多
い
の
か
を
把
握
し
、
農
場
内
の
異

常
を
改
善
で
き
る
。

ま
と
め

　

メ
グ
シ
ウ
ス 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
理

想
的
な
エ
ッ
グ
フ
ロ
ー
を
確
立
し
、
パ
ッ

カ
ー
へ
の
効
率
的
な
集
卵
を
実
現
す
る
。

　

メ
グ
シ
ウ
ス　

デ
ィ
テ
ク
ト
は
破
卵
を

検
知
し
清
掃
等
の
時
間
を
削
減
す
る
。

　

メ
グ
シ
ウ
ス　

セ
レ
ク
ト
で
選
別
・
検

卵
時
間
を
削
減
す
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
作
業
性
が
向
上
し
、

士
気
も
向
上
す
る
。
収
集
し
た
デ
ー
タ
か

ら
卵
生
産
を
思
い
の
ま
ま
に
す
る
。

ベンコマチック社のロー氏

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
卵
内
鑑
別
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
課
題

ベ
ン
コ
マ
チ
ッ
ク
社　

戦
略
的
開
発
責
任
者　

ヨ
ハ
ン・ベ
ル
ム
ー
ラ
ン
氏
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を
行
う
こ
と
が
で
き
、
早
期
に
受
精
率
を

知
る
こ
と
で
、
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
格

段
に
上
が
る
。
ま
た
、
未
受
精
卵
の
有
効

活
用
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
経
営
効
率
化

に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

Ｘ
線
や
放
射
線
は
人
体
に
影
響
が
あ
る

が
、
電
磁
波
は
な
い
。
一
方
、
産
業
用
Ｍ

Ｒ
Ｉ
は
病
院
の
20
倍
の
出
力
が
か
か
る
た

め
、
金
属
製
の
部
品
は
使
え
な
い
。
そ
の

た
め
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
チ
ュ
ー
ブ
内
唯
一
の

部
品
で
あ
る
エ
ッ
グ
チ
ェ
ー
ン
は
特
殊
設

計
で
、
軽
量
、
ス
キ
ャ
ン
・
画
像
取
得
に

適
し
た
最
小
限
の
材
料
、
卵
の
動
き
（
約

０
・
２
秒
）、
卵
の
サ
イ
ズ
に
依
存
し
な
い

設
計
―
―
と
し
て
い
る
。

ジ
ー
ナ
ス 

フ
ォ
ー
カ
ス
で

孵
化
場
管
理

　

ジ
ー
ナ
ス
・
フ
ォ
ー
カ
ス
を
使
用
し
、

移
卵
時
に
雄
の
種
卵
を
早
期
に
取
り
除
く

こ
と
に
よ
り
、
50
％
の
雄
雛
を
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ハ
ッ
チ
ャ
ー
の

キ
ャ
パ
が
半
分
不
要
に
な
る
。
ま
た
レ
イ

ヤ
ー
に
お
い
て
は
、
雄
雛
の
発
生
が
無
い

た
め
、
ハ
ッ
チ
ャ
ー
を
介
さ
ず
、
農
場
で

の
孵
化
も
可
能
に
な
る
な
ど
、
生
産
効
率

向
上
の
た
め
の
選
択
肢
が
広
が
る
。

　

オ
ン
フ
ァ
ー
ム
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
―
レ
イ

ヤ
ー
で
は
、
ま
ず
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
卵
質
検
査
で
基
準
に
満
た
な
い

卵
を
排
除
す
る
。
セ
ッ
タ
ー
で
12
日
齢
時

に
卵
内
鑑
別
し
、
雄
を
選
別
す
る
。
18
日

齢
で
透
視
検
査
と
卵
内
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
い
、
適
用
不
可
卵
を
選
別
し
た
上
で

ハ
ッ
チ
ャ
ー
に
移
卵
ま
た
は
オ
ン
フ
ァ
ー

ム
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
に
回
す
。

　

ジ
ー
ナ
ス 

フ
ォ
ー
カ
ス
は
、
11
ま
た

は
12
日
齢
で
卵
内
鑑
別
可
能
。
１
台
の
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
能
力
は
３
０
０
０
卵
／
時
で

８
台
ま
で
接
続
可
能
。
全
鶏
種
と
日
数
に

対
応
可
能
で
、種
鶏
の
週
齢
を
問
わ
な
い
。

欧
州
に
お
け
る
卵
内
鑑
別

　

欧
州
で
は
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
・
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
や
ロ
ー
マ
ン
な
ど
で
ジ
ー

ナ
ス 

フ
ォ
ー
カ
ス
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

雄
雛
淘
汰
は
、
ド
イ
ツ
で
は
２
０
２
２

年
か
ら
禁
止
さ
れ
、
２
０
２
４
年
に
は

さ
ら
に
厳
し
い
規
制
が
施
行
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
２
０
２
３
年
か
ら
禁
止
。

２
０
２
５
年
か
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
も
禁
止
、

ド
イ
ツ
へ
の
輸
出
も
停
止
。
ス
イ
ス
は

２
０
２
５
年
か
ら
卵
内
鑑
別
開
始
（
規

制
な
し
）。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
２
０
２
４
年

か
ら
卵
内
鑑
別
開
始
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
の
そ
の
他
の
国
は
未
定
。
イ
タ
リ
ア

は
２
０
２
３
年
に
27
年
か
ら
禁
止
と
決

定
。
ス
ペ
イ
ン
／
英
国
は
業
界
主
導
で
導

入
促
進
に
向
け
段
階
的
に
対
応
。
こ
れ
ら

の
規
制
は
、
業
界
に
と
っ
て
脅
威
だ
ろ
う

か
？　

そ
れ
と
も
チ
ャ
ン
ス
だ
ろ
う
か
？ 

ジ
ー
ナ
ス 

フ
ォ
ー
カ
ス
の
市
場
は
、
卵

内
鑑
別
規
制
の
動
向
に
よ
り
左
右
さ
れ
て

い
る
。

　

卵
内
鑑
別
導
入
実
績
の
46
・
７
％
は

ジ
ー
ナ
ス 

フ
ォ
ー
カ
ス
。
チ
ェ
ギ
ー
が

34
・
３
％
、
セ
レ
グ
ド
が
12
・
２
％
、
ネ

ク
ト
ラ
が
６
・
９
％
で
、
イ
ノ
ボ
と
プ
ラ

ン
テ
ッ
グ
は
撤
退
し
た
。

　

欧
州
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
消
費
者
の
関
心
を
集
め
て
い

る
。
欧
州
の
小
売
業
者
ら
は
、
社
会
か
ら

の
圧
力
と
規
制
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受

け
、「
雄
の
殺
処
分
な
し
」
と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。

ベンコマチック社のベルムーラン氏

　

鶏
卵
卸
・
販
売
業
者
は
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
少
額
の
料
金
を
支
払
う
こ
と

で
、
消
費
者
向
け
の
ラ
ベ
ル
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
雄
の
殺
処
分
な
し
の
卵

は
１
個
約
85
円
で
売
ら
れ
て
い
て
、
個
当

た
り
１
～
２
セ
ン
ト
の
プ
レ
ミ
ア
が
つ
い

て
い
る
。
卵
内
鑑
別
は
コ
ス
ト
回
収
の
た

め
に
リ
テ
ー
ル
と
消
費
者
も
巻
き
込
ん
で

い
か
な
い
と
難
し
い
だ
ろ
う
。


